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第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６
次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富
良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良
野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野

第
６
次
上
富
良
野
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町

総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
スススススススススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

総
合
計
画
策
定
作
業
ス
タ
ー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

上
富
良
野
町
の
未
来
の
た
め
に

上
富
良
野
町
の
未
来
の
た
め
に

平
成
２１
年
度
に
始
ま
っ
た
第
５
次
総
合
計
画
の
計
画
期
間
が

２１

３０
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、

２１

３０

３１

年
度
か
ら
の
第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
後
は
６
月
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用
し
協
議
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

姿
総
合
計
画
と
は

将
来
の
上
富
良
野
町
を
ど
の
よ
う
な
町
に

し
て
い
く
の
か
、
そ
の
た
め
に
誰
が
、
何
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
な
ど
を
１０
年
ご
と
に

総
合
的
・
体
系
的
に
定
め
る
も
の
で
、
町
の

す
べ
て
の
計
画
の
基
礎
と
な
る
「
ま
ち
づ
く

り
の
道
標（
し
る
べ
）」
で
す
。

現
在
は
平
成
２１
～
２１

３０
年
を
期
間
と
す
る
第

５
次
上
富
良
野
町
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

姿
ど
う
し
て
策
定
す
る
の
？

総
合
計
画
は
１０
年
間
の
地
域
づ
く
り
の
方

針
と
な
る
「
基
本
構
想
」
と
５
年
程
度
の
計

画
を
示
す
「
基
本
計
画
」、
そ
し
て
３
年
間

の
具
体
的
施
策
を
示
す
「
実
施
計
画
」
の
３

つ
か
ら
成
り
、
か
つ
て
は
「
基
本
構
想
」
に

つ
い
て
は
策
定
し
議
会
に
よ
る
議
決
を
経
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
自
治
体
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま

す
。
上
富
良
野
町
で
は
最
上
位（
最
重
要
）の

計
画
に
位
置
付
け
て
引
き
続
き
基
本
構
想
を

議
決
す
る
こ
と
や
、
自
治
基
本
条
例
な
ど
に

基
づ
き
町
民
参
画
に
よ
り
作
成
す
る
こ
と
な

ど
を
決
め
て
い
ま
す
。

姿
策
定
の
基
本
方
針

自
治
基
本
条
例
に
あ
る
と
お
り
、
総
合
計

画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
そ
の
過
程
が
重
要

で
す
。
町
民
参
画
の
機
会
を
十
分
に
設
け
て

「
み
ん
な
で
作
る
」
こ
と
を
尊
重
し
ま
す
。

姿
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

町
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
結
果
を
集
計
、

分
析
し
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

◆
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

対
象

無
作
為
に
抽
出
し
た
１８
歳
以
上（
※
）

の
町
民
２
千
500
人

◆
中
・
高
生
等
ア
ン
ケ
ー
ト

対
象

町
内
に
住
む
中
学
生
、
高
校
生
な
ど

18
歳
未
満（
※
）の
方
全
員

（
中
学
生
は
学
校
を
通
じ
て
ご
回
答
い
た

だ
き
ま
し
た
）

※
平
成
２９
年
４
月
２
日
現
在
の
年
齢

◆
ま
ち
づ
く
り
絵
画
・
作
文
の
募
集

１０
年
後
に
成
人
を
迎
え
る
小
学
４
、
５
年

生
を
対
象
に
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
各
学

校
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
フ
ォ
ー
カ
ス
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

専
門
分
野
ご
と
に
テ
ー
マ
を
絞
り
、
町
で

活
動
す
る
企
業
や
団
体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
の

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。
対
象
と

な
る
団
体
な
ど
に
は
別
途
ご
依
頼
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

姿
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

基本構想の策定、変更を審議し議
決します

町議会

関係機関、住民などの代表により
広い見地から計画について調査、
審議を行い結果を答申します

総合計画審議会
関係機関（住民など）

計画策定の主体として、審議会の
調査などを補佐するとともに答申
に必要な実務を行います

町総合計画策定委員会
（庁内組織）

策定委員会の補助として調査、作
業を補助します

プロジェクト会議
（庁内組織）

基本構想案、基本計画案について
パブリックコメントを通じ広く参
画します

町民参画

策定の仕組み（体制と役割）

策定状況は上富良野町行政ホームページでもご確認いただけます。 アドレスhttp://www.town.kamifurano.hokkaido

基本構基本構想想

中長期を展望中長期を展望ししたた

地域全体のビジョ地域全体のビジョンン

基本計基本計画画

将来像実現に向け将来像実現に向けたた

全分野の5年全分野の5年間間（（前・後期前・後期））の施策の施策

実施計実施計画画

施策を実現するための主要事業計画

３年間を期間とし毎年見直して作成する

計画の仕組み（イメージ）

パブリックコメント

議会の議決

パブリックコメント

政策調整会議

問
合
せ

企
画
商
工
観
光
課
企
画
政
策
班

拶
盈
６
９
９
４

子

子

子
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保保
険
保
険
料料
均
等
割

均
等
割
のの

軽
減
対
象
者
が
一
部
拡

軽
減
対
象
者
が
一
部
拡
充充

後
期
高
齢
者
医
療
制

後
期
高
齢
者
医
療
制
度度

今
年
度
の
保
険
料
率
、
均
等
割
額
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
均
等
割
５
割
軽
減
、
２

割
軽
減
の
判
定
所
得
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
証
と
減
額
認
定
証
の

更
新
を
行
い
ま
す

保保
険
証
の
更

保
険
証
の
更
新新

現
在
ご
使
用
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
７

月
３１
日
で
す
。
７
月
中
に
送
付
す
る
新
し
い

保
険
証
の
有
効
期
限
は
平
成
30
年
７
月

30

３１
日

で
す
。
紛
失
、
汚
れ
た
場
合
は
再
交
付
し
ま

す
の
で
、
下
記
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

恭
再
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
か
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
本

人
確
認
書
類
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

※
本
人
確
認
書
類
が
な
い
方
は
、
介
護
保
険

証
や
預
金
通
帳
な
ど
２
点
以
上
の
確
認
書

類
が
必
要
と
な
り
ま
す

新
し
い
保
険
証
は
黄
色
で
す

限限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額額

認
定
証
（
減
額
認
定
証

認
定
証
（
減
額
認
定
証
））の
更
新

の
更
新

新
し
い
減
額
認
定
証
は
オ
レ
ン
ジ
色
で
す

現
在
ご
使
用
の
減
額
認
定
証
も
７
月
３１
日

に
有
効
期
限
を
迎
え
ま
す
。
引
き
続
き
対
象

と
な
る
方
に
は
７
月
中
に
保
険
証
と
一
緒
に

送
付
し
ま
す
。
有
効
期
限
は
保
険
証
と
同
じ

で
す
。
新
規
で
必
要
な
方
は
次
の
交
付
要
件

を
確
認
し
、
下
記
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

恭
減
額
認
定
証
の
交
付
要
件

【
区
分
Ⅰ
】

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

・
世
帯
全
員
の
所
得
が
０
円（
公
的
年
金
収

入
の
み
の
場
合
は
、
そ
の
受
給
額
が
８０
万

円
以
下
）

・
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る

【
区
分
Ⅱ
】

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

恭
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
世
帯
主
と
交
付
対
象
者
の
個
人
番
号
カ
ー

ド
か
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類

(

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
本

人
確
認
書
類
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

※
本
人
確
認
書
類
が
な
い
方
は
、
介
護
保
険

証
や
預
金
通
帳
な
ど
２
点
以
上
の
確
認
書

類
が
必
要
と
な
り
ま
す

医医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
すす

医
療
費
総
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
「
医

療
費
通
知
」
は
、
全
受
診
者
へ
送
付
し
て
い

ま
す
。
発
送
日
は
９
月
下
旬
と
３
月
下
旬
の

年
２
回
で
す
。

※
確
定
申
告（
医
療
費
控
除
）の
際
の
添
付
資

料
と
し
て
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

※
こ
の
通
知
は
受
診
状

況
を
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
、
請
求
書
で

は
あ
り
ま
せ
ん

問
合
せ

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

拶
0
１
１
‐
2
9
0
‐
5
6
0
１

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班拶

盈
6
9
8
5

興
医
療
費
通
知
の
活
用
法

・
受
診
状
況
が
わ
か
る
の
で
、
自
身
の
健
康

管
理
に
活
用
で
き
ま
す

・
健
康
の
増
進
に
役
立
つ
情
報
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す

・
診
療
日
数
な
ど
に
間
違
い
が
な
い
か
、
自

分
で
確
認
で
き
ま
す

軽減後の均等割額
（年額）

軽減割合所得が次の金額以下の世帯

24,904円５割軽減
３３万円＋(２6万5千円×世

帯の被保険者数)

39,847円２割軽減
３３万円＋(４8万円×世帯の

被保険者数)

平成28年度

軽減後の均等割額
（年額）

軽減割合所得が次の金額以下の世帯

昨年度と同額５割軽減
３３万円＋(２７万円×世帯の

被保険者数)

昨年度と同額２割軽減
３３万円＋(４９万円×世帯の

被保険者数)

平成29年度

・
軽
減
割
合
は
被
保
険
者
と
世
帯
主
の
所
得

の
合
計
で
判
定
し
ま
す

・
被
保
険
者
で
な
い
世
帯
主
の
所
得
も
判
定

の
対
象
と
な
り
ま
す

・
６５
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金
な
ど
に
か
か

る
所
得
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
１５
万
円
を

引
い
た
額
で
判
定
し
ま
す



歴
史
探
訪
研
修
会

町
教
育
委
員
会
と
郷
土
を
さ
ぐ
る
会
に
よ
る
「
歴
史
探
訪
研
修
会
」
が
６
月
１７
日
に
行
わ

れ
、
一
般
町
民
と
同
会
の
会
員
な
ど
２１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
史
跡
な
ど

を
巡
り
郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
も
の
で
、
今
回
が
４
回
目
の
開
催
。
同
行
し
た
広
報
担
当
者
が
そ

の
模
様
を
お
伝
え
し
ま
す
。
な
お
、
本
文
中
は
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
茶
屋
は
吹
上
温
泉
の
経
営
者
で
も
あ
っ

た
中
川
三
郎
が
、
平
山
鉱
業
所
と
大
正
６
年

に
始
め
た
十
勝
岳
で
の
硫
黄
採
掘
事
業
に
合

中
茶
屋
と
吹
上
温
泉

吹
上
温
泉
と
白
銀
荘

昭
和
１９
年
の
廃
業
時
に
は
約

１９

３５
度
だ
っ
た

吹
上
温
泉
の
湯
温
が
、
昭
和
６３
年
の
十
勝
岳

史
跡
・
句
碑
を
巡
り
郷
土
の
歴
史
を
振
り
返
る

わ
せ
て
建
設
。
硫
黄
の
運
搬
と
市
街
地
か
ら

の
温
泉
利
用
者
の
中
継
施
設
、
休
憩
所
と
し

て
利
用
さ
れ
、
建
物
は
２
階
建
て
で
十
勝
岳

に
向
か
っ
て
中
茶
屋
橋
の
手
前
右
側
に
あ
り

ま
し
た
が
、
戦
時
中
に
利
用
者
が
激
減
。
昭

和
１６
年
に
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

吹
上
温
泉
は
大
正
１５
年
の
十
勝
岳
噴
火
に

よ
り
利
用
者
が
減
少
し
た
も
の
の
、
十
勝
岳

の
観
測
所
と
し
て
の
役
割
の
ほ
か
、
山
奥
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
通
常
は
交
通
の
要
所
に
設

置
さ
れ
て
い
た
駅
逓（
え
き
て
い

荷
物
を

運
ぶ
た
め
の
馬
や
人
を
備
え
、
郵
便
の
取
り

扱
い
な
ど
も
行
う
宿
泊
所
の
こ
と
）の
認
可

を
受
け
る
な
ど
、
重
要
な
官
営
施
設
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
戦
争
で
経
営
が
悪

化
し
昭
和
１９
年
に
廃
業
と
な
り
ま
し
た
。

建設当時（昭和8年）の白銀荘

３者で保存されている現在の白銀荘

２
人
の
俳
人
の
句
碑
を
見
学

石
田
雨
圃
子（
う
ぼ
し
）の
句
碑

昭
和
２
年
７
月

建
立

現
在
も
旭
川
龍
谷
高
等
学
校
近
く
に
あ
る

慶
誠
寺
の
住
職
を
務
め
る
傍
ら
、
大
正
か
ら

昭
和
に
か
け
て
北
海
道
の
俳
句
界
に
多
大
な

史
跡
を
残
し
た
俳
人
、
石
田
雨
圃
子
。
聞
信

寺
第
２
世
住
職
の
門
上
浄
照
師
が
十
勝
岳
を

霊
山
に
と
念
願
し
て
建
立
。
中
茶
屋
橋
付
近

の
道
路
脇
に
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
ま
す
。

長
谷
川
零
餘
子（
れ
い
よ
し
）の
句
碑

大
正
１３
年
７
月

建
立

大
正
時
代
の
日
本
俳
句
界
に
大
き
な
足
跡

を
残
す
零
餘
子
が
、
石
田
雨
圃
子
と
門
上
浄

照
師
の
３
人
で
馬
そ
り
に
乗
り
吹
上
温
泉

（
現
在
の
吹
上
露
天
の
湯
駐
車
場
付
近
）へ

行
っ
た
際
、
お
風
呂
へ
続
く
渡
り
廊
下
の
窓

か
ら
外
を
見
て
吟
じ
た
句
の
碑
。
当
初
は
吹

上
温
泉
玄
関
横
に
建
て
ら
れ
た
も
の
の
、
昭

和
１９
年
の
温
泉
閉
鎖
を
機
に
紛
失
。
昭
和

１９

４２

年
に
発
見
さ
れ
、
吹
上
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

白
銀
荘
駐
車
場
横
に
再
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

左が長谷川零餘子、右が石田雨圃子の句碑

噴
火
を
機
に
上
昇
し
た
こ
と
で
再
利
用
の
気

運
が
高
ま
り
、
町
と
関
係
機
関
と
の
協
議
の

末
、
平
成
３
年
に
現
在
の
吹
上
温
泉
露
天
の

湯
が
完
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
８
年
に
北
海
道
が
「
ヒ
ュ
ッ

テ
白
銀
荘
」、
同
９
年
に
は
町
が
白
銀
荘
の

姉
妹
ヒ
ュ
ッ
テ
と
な
る
「
勝
岳（
し
ょ
う
が

く
）荘
」
を
建
設
す
る
と
、
吹
上
温
泉
を
含

め
た
３
施
設
は
多
く
の
登
山
や
山
ス
キ
ー
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

同
３４
年
、
勝
岳
荘
は
火
災
に
よ
り
焼
失
し

ま
す
が
、
翌
年
に
は
再
建
。
同
５３
年
に
白
銀

荘
南
側
に
移
転
併
設
さ
れ
白
銀
荘
の
一
体
施

設
と
な
り
ま
す
が
、
平
成
９
年
の
吹
上
温
泉

保
養
セ
ン
タ
ー
白
銀
荘
の
完
成
に
よ
り
閉

鎖
。
現
在
は
元
々
の
白
銀
荘
部
分
だ
け
を
残

し
て
上
富
良
野
町
体
育
協
会
、
上
富
良
野
十

勝
岳
山
岳
会
、
上
富
良
野
ス
キ
ー
連
盟
が
屋

根
や
壁
、
窓
な
ど
を
補
修
し
、
次
々
と
姿
を

消
し
て
い
る
古
い
山
小
屋
の
歴
史
を
伝
え
る

貴
重
な
施
設
と
し
て
保
存
し
て
い
ま
す
。
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白
金
温
泉
の
生
み
の
親

鴻
上
覚
一
翁
像

十
勝
岳
望
岳
台

防
災
シ
ェ
ル
タ
ー

平
成
２６
年
の
御
嶽
山
噴
火
に
伴
う
噴
石
と

降
灰
に
よ
る
被
害
を
教
訓
に
、
美
瑛
町
が
十

勝
岳
噴
火
時
の
避
難
施
設
と
し
て
整
備
し
た

も
の
で
、
屋
根
は
直
径
１．５
杓
の
噴
石
に
も
耐

え
、
地
下
に
は
１００
人
が
３
日
間
避
難
で
き
る

食
料
を
常
備
。
２
階
展
望
台
で
林
崎
、
田
中

の
ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員
２
人
が
大
正
１０
年
の

地
形
図
と
現
在
の
十
勝
岳
を
比
較
し
な
が
ら

地
形
の
成
り
立
ち
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

丘
の
ま
ち
郷
土
館美

宙
（
み
そ
ら
）

郷
土
資
料
館
と
天
文
台
が
併
設
さ
れ
た
、

昨
年
７
月
開
館
の
新
し
い
施
設
。
手
と
耳
と

目
、
五
感
を
使
っ
て
郷
土
の
歴
史
が
学
べ
る

よ
う
に
、
一
部
の
展
示
物
が
手
で
触
れ
ら
れ

る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
タ
ッ
チ
パ

上
富
良
野
探
査
を
記
念

松
浦
武
四
郎
顕
彰
之
碑

昭
和
４８
年
４８

１０
月

建
立

松
浦
武
四
郎
は
江
戸
末
期
か
ら
明
治
に
か

け
活
躍
し
た
探
検
家
で
、
蝦
夷
地
に
代
わ
る

名
称
と
し
て
明
治
２
年
「
北
加
伊
道
」
な
ど

ほ

っ

か

い

ど

う

憩
い
の
楡
（
に
れ
）記
念
碑
と

「
泥
流
地
帯
」
文
学
碑

愛
媛
県
か
ら
１６
歳
の
時
に
風
連
村
多
寄
地

区（
現
在
の
名
寄
市
）に
入
植
し
た
鴻
上
覚
一

は
多
寄
村
議
会
議
員
、
道
議
会
議
員
な
ど
を

務
め
、
昭
和
１６
年
美
瑛
町
へ
移
住
。
同

１６

２２
年

に
美
瑛
町
長
選
挙
を
制
し
て
２
期
に
わ
た
り

町
長
を
務
め
、
そ
の
間
に
白
金
温
泉
の
開
発

に
尽
力
。
そ
の
功
績
を
た
た
え
て
、
同
３８
年

に
当
時
の
佐
藤
初
吉
町
長
が
町
営
白
金
温
泉

旅
館
前
に
建
立
し
ま
し
た
。

碑
文氏

は
美
瑛
町
長
在
任
中
、
十
勝
岳
の

観
光
開
発
を
企
図
し
、
泉
源
の
開
発
こ

そ
そ
の
基
盤
で
あ
る
と
し
て
、
幾
多
の

困
難
障
害
に
も
屈
せ
ず
、
遂
に
四
百
杓

の
地
底
よ
り
高
さ
十
杓
に
及
ぶ
大
噴
湯

を
現
出
さ
せ
る
事
に
成
功
し
た
。
時
に

昭
和
２５
年
８
月
８
日
、
氏
は
こ
の
感
激

を
、
泥
流
中
に
白
金
を
得
た
悦
び
に
な

ぞ
ら
え
て
、
こ
の
地
を
「
し
ろ
が
ね
」
と

命
名
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
３８
年
８
月
８
日

建
立

美
瑛
町

憩
い
の
楡
記
念
碑昭

和
２１
年
４
月

建
立

明
治
３０
年
４
月

３０

１２
日
、
三
重
県
か
ら
の
入

植
団
体
の
先
発
隊
だ
っ
た
田
中
常
次
郎
一
行

が
現
在
の
草
分
地
区
、
西
３
線
北
２９
号
２９

１７５
番

地
に
立
っ
て
い
た
１
本
の
楡
の
木
の
下
で
一

夜
を
過
ご
し
た
の
を
記
念
し
、
そ
の
場
所
に

石
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

三
浦
綾
子
著
「
泥
流
地
帯
」
文
学
碑

昭
和
５９
年
５
月

建
立

大
正
15
年
の
十
勝
岳
噴
火
前
の
人
々
の
暮

ら
し
と
、
噴
火
に
よ
る
被
害
か
ら
の
復
興
を

鴻上覚一の胸像

２階展望台でジオの解説

床面には大きな地図 十勝岳望岳台シェルターの外観

膨
大
な
資
料
と
綿

密
な
取
材
を
も
と

に
描
い
た
小
説

「
泥
流
地
帯
」
の

発
表
を
記
念
し

て
、
開
拓
が
始
ま

り
噴
火
に
よ
る
被

災
地
と
も
な
っ
た

草
分
地
区
に
建
立

さ
れ
ま
し
た
。

草分神社前にある文学碑

礎石は十勝岳の噴石

問合せ 教育振興課社会育班 拶盈5511

６
案
を
提
案
。
同
年
「
北
海
道
」
と
命
名
さ

れ
、
来
年
で
１５０
年
を
迎
え
ま
す
。
安
政
５

年
、
現
在
の
上
川
町
か
ら
上
富
良
野
を
経
由

し
て
十
勝
ま
で
踏
査
し
た
の
を
記
念
し
、
現

在
の
深
山
峠
ア
ー
ト
パ
ー
ク
横
に
「
松
浦
武

四
郎
顕
彰
之
碑
期
成
会
」
に
よ
り
建
立
さ
れ

ま
し
た
。
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タッチパネルで資料閲覧

ネ
ル
式
の

最
新
の
映

像
機
器
も

導
入
さ
れ

て

お
り
、

参
加
者
か

ら
は
驚
き

の
声
が
上

が
っ
て
い

ま
し
た
。
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町には現在6つの育児サークルがあります。そ

れぞれが季節のイベントを行うなど活発に活動し

ており、活動形態や加入しているお子さんの年齢

もさまざま。活動内容などについて各代表から紹

介いただきましたので、興味があるサークルがあ

りましたら気軽にお問合せください。

また、育児サークル会員と個人会員でつくる子育

てネット「くるくる」ではミニ運動会やハロウィン

パーティーなどのイベントを開催しています。個人

会員は現在20人で、役立つ子育て情報をメールで

お届けしています。まずは、個人会員から始めて

みませんか!?

問合せ 子育て支援センター「にこにこ」

拶盈6501

「「チョチョロロＱＱ」」
キュー

毎週木曜日 14時30分～16時30分

活動場所 西児童館

7カ月児までが集まる子育て支援事業「ぴよぴ

よ」で知り合った9世帯(子ども18人)で活動してい

ます。花と炎の四季彩まつりや富良野市の北海へ

そ祭りに参加したり、節分にはイベントを開きた

いと思っています。 （西間代表）

「「いないいないばあいないいないばあ」」
毎週木曜日 10～12時

活動場所 社会教育総合センター

0～3歳の子どもがいる世帯が多く、21世帯で活

動しています。仲の良いにぎやかなサークルで

す。昨年は手形アートづくりやお味噌づくりにも

挑戦しました。たくさんの親子が在籍しているの

で、ママも子どももお友達が増えますよ！ 新し

いお友達待っています。 （鈴木代表）

「てくてく「てくてく」」
毎週木曜日 9時30分～12時

活動場所 公民館

昨年末できたばかりの新しいサークルで、１～2

歳の子どもがいる4世帯で活動しています。これ

からメンバーを増やしてママたちでおしゃべりを

したり、イベントも企画したいと思っています。

まずは一度、見学に来てください。 （今井代表）

「flowe「flowerr璽璽smilesmile」」
フ ラ ワ ー ス マ イ ル

毎週月曜日 10～12時

活動場所 社会教育総合センター

0～2歳の子どもがいる8世帯で活動しています。

集まって子育てについてのんびりおしゃべりして

います。今後はヨガ講座を開く予定で、クリスマ

ス会は恒例になっています。ぜひ、見学に来てく

ださいね。 （石川代表）「「マミィマミィ」」
毎週金曜日 10～12時

活動場所 子どもセンター

0～3歳の子どもがいる9世帯で楽しく活動して

います。昨年はクリスマス会を開催。子どもを遊

ばせながらのおしゃべりなど、お母さんの息抜き

になると思います！ 参加できる時に自由に参加

する形なので、気軽に遊びに来てください。

（山本代表）

「「フレンドフレンド」」
毎週土曜日 10～12時

活動場所 公民館

たくさんの世帯が所属していますが、働くママ

がほとんど。仕事や子どもの少年団の都合に合わ

せて、自分のペースで参加する自由なサークルで

す。子どもの年齢も幅広く、ベテランママからア

ドバイスも聞けます！ 今年度は屋外での焼き肉

のほか、美文字講座やバス遠足を予定しています。

（北村代表）

育育育児児サークサークルルに入っに入ってて

楽し楽しくく子育子育てて
しませんか!しませんか!??

「マミィ」の活動の様子。子ど

もも一緒に、目前に迫ったお楽

しみ運動会の準備中！
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優
し
い
歌
声
で
魅
了

花

音
２０
年
目
の
コ
ン
サ
ー
ト

豚
）の
ビ
ー
ル
煮
」
な
ど
１１
種
類
の
料
理
が

用
意
。
生
方
靖
史
総
料
理
長
か
ら
「
越
冬

じ
ゃ
が
い
も
を
使
用
す
る
こ
と
で
甘
み
が
増

し
、
ビ
ー
ル
煮
は
炭
酸
が
豚
肉
の
繊
維
を
分

解
す
る
た
め
柔
ら
か
な
仕
上
が
り
に
な
り
ま

し
た
」
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
こ
の
日
解
禁
に
な
っ
た
ば
か

り
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ビ
ー
ル
「
ま
る
ご
と
か
み

ふ
ら
の
」
も
用
意
さ
れ
、
来
場
者
か
ら
は

「
か
み
ふ
ら
の
ポ
ー
ク
の
ビ
ー
ル
煮
と
ま
る

ご
と
か
み
ふ
ら
の
の
相
性
が
抜
群
」「
豚
肉

が
柔
ら
か
く
て
お
い
し
い
！
」
な
ど
賞
賛
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
期
間
中
は
後
藤
純
男
美
術
館
の
協

力
で
故
後
藤
画
伯
の
複
製
画
や
リ
ト
グ
ラ
フ

な
ど
７
点
が
館
内
に
飾
ら
れ
た
ほ
か
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
に
は
日
本
芸
術
院
賞
・
恩
賜
賞
を

受
賞
し
た
「
大
和
の
雪
」
の
同
寸
大
複
製
画

も
展
示
。
館
内
は
視
覚
、
味
覚
と
も
に
「
か

み
ふ
ら
の
」
色
に
染
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

レ
デ
ィ
ー
ス
コ
ー
ラ
ス
花
音
「
２０
年
目
の

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
公
民
館
で
開
か
れ
、
約
１８０

人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

花
音
恒
例
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ナ
ン
バ
ー

「
さ
あ

う
た
い
ま
し
ょ
う
」
を
皮
切
り
に

曲
調
に
合
わ
せ
て
３
回
の
衣
装
替
え
を
行
い

全
１５
曲
を
披
露
。
途
中
、
道
内
を
拠
点
に
活

躍
す
る
町
内
在
住
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
菅
原

利
美
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出
演
し
、
プ
ロ
の
迫
力

あ
る
歌
声
で
会
場
を
魅
了
し
た
ほ
か
、
最
後

に
は
菅
原
さ
ん
も
加
わ
り
、
女
性
の
声
が
奏

で
る
優
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
会
場
を
包
み
ま

し
た
。
岡
本
己
代
子
代
表
は
「
本
番
が
一
番

良
い
出
来
で
し
た
。
協
力
し
て
く
れ
た
方
々

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

エントランスで来館者を迎える「大和の雪」

シェフによる説明 地養豚のビール煮

絶品料理に思わず笑顔♪

ラストは菅原さん（左端）とのコラボ

か
み
ふ
ら
の
１２０
年
を
記
念
し
、
６
月
１
日

か
ら
３０
日
ま
で
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
札
幌
で

「
上
富
良
野
フ
ェ
ア
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

開
催
初
日
に
は
ふ
ら
の
農
業
協
同
組
合
、

旭
川
信
用
金
庫
、
上
富
良
野
産
豚
肉
販
売
推

進
協
議
会
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
な

ど
関
係
者
を
招
い
て
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
向
山
町
長
が
「
上
富
良

野
の
大
地
の
恵
み
を
、
札
幌
の
人
た
ち
に
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
非
常
に
光
栄
。

良
い
食
材
が
シ
ェ
フ
の
力
で
さ
ら
に
味
に
磨

き
が
か
か
り
、
実
り
の
多
い
フ
ェ
ア
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
行
わ
れ
た
試
食
会
で
は
「
越
冬

じ
ゃ
が
い
も

北
あ
か
り
の
冷
製
ス
ー
プ
」

や
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の
サ
ッ
ポ
ロ
ク
ラ
シ
ッ

ク
を
使
っ
た
「
か
み
ふ
ら
の
ポ
ー
ク（
地
養

自
慢
の
食
材
を
札
幌
で
！

上
富
良
野
フ
ェ
ア
開
催

６/１

小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
に
ふ
ら
の
・
も

の
が
た
り
文
化
の
会
主
催
「
十
勝
岳
を
歩
き

俳
句
を
つ
く
ろ
う
」
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

美
瑛
町
の
十
勝
岳
望
岳
台
で
ジ
オ
パ
ー
ク

専
門
員
か
ら
火
砕
流
や
溶
岩
に
つ
い
て
解
説

を
受
け
た
後
、
十
勝
岳
温
泉
湯
元
凌
雲
閣
へ

移
動
。
講
師
の
川
田
由
美
子
さ
ん
が
示
し
た

季
語
の
例
を
参
考
に
、
望
岳
台
で
眺
め
た
景

色
や
説
明
を
思
い
浮
か
べ
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ
句

を
考
え
て
発
表
し
、
全
員
で
気
に
入
っ
た
句

に
投
票
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
説
明

で
知
っ
た
こ
と
も
多
く
、
人
に
よ
っ
て
感
じ

る
部
分
が
違
う
の
が
興
味
深
か
っ
た
」
と
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
も
票
を
集
め
た
句
は
こ
ち
ら
！

神
さ
ま
の

膳
を
か
ざ
る
か

フ
キ
ノ
ト
ウ

十
勝
岳
で
感
じ
た
こ
と
を

表
現
し
よ
う

ジ
オ
俳
句

6/4

ほかの人の句の気に入った点も全員が発表



第
４７
回
北
海
道
消
防
協
会
上
川
支
部
富
良

野
地
区
分
会
消
防
総
合
訓
練
大
会
が
社
会
教

育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

富
良
野
地
区
分
会
長
の
古
茂
田
洋
三
大
会

長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
昨
年
の
南
富
良
野

町
で
の
台
風
被
害
を
例
に
「
関
係
機
関
と
の

連
携
を
密
に
し
、
各
種
災
害
に
対
応
で
き
る

体
制
の
充
実
が
必
要
」
と
強
調
。
訓
練
披
露

で
は
号
令
に
合
わ
せ
的
確
に
行
動
す
る
小
隊

訓
練
、
迅
速
に
約
５０
杓
先
へ
ホ
ー
ス
を
つ
な

い
で
目
標
物
に
向
け
て
放
水
す
る
消
防
操
法

応
用
訓
練
の
ほ
か
、
昨
年
の
台
風
被
害
を
受

け
て
今
回
初
と
な
る
土
の
う
を
使
っ
た
浸

水
、
越
水
を
防
ぐ
水
防
工
法
訓
練
も
実
施
。

地
域
防
災
を
担
う
消
防
団
員
の
日
ご
ろ
の
訓

練
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
披

露

消
防
総
合
訓
練
大
会

６/１１

ま
ず
は
睡
眠
と
勉
強

ス

マ
ホ
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室

６/１３

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
か
ら
講
師
を
迎
え
上
富
良

野
高
校
で
「
ス
マ
ホ
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
高
で
は
生
徒
が
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
毎
年
実
施
。
安
易
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
投
稿
し
た
断
片
的
な
情
報
で
も
自
宅

や
個
人
が
特
定
さ
れ
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
の
事
例
紹
介
の
ほ
か
、
使

い
過
ぎ
に
よ
る
注
意
点
も
説
明
。
「
使
い
過

ぎ
で
大
切
な
睡
眠
や
勉
強
の
時
間
が
削
ら
れ

て
い
る
。
自
分
は
大
丈
夫
か
確
認
し
て
」
と

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
、
聴
講
し
た
１
年
生
は

「
私
も
使
い
過
ぎ
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た（
笑
）。
ル
ー
ル
を
決
め
て
使
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

見事な連携を見せる消防団員

ルール作りによる使い過ぎ防止を助言

岩
に
は
岩
と
し
て
の
歴
史

が
あ
る

雲
ノ
平
登
山
会

6/１１

硫黄が露出し黄色の斑点がある岩を観察

上
富
良
野
十
勝
岳
山
岳
会
に
よ
り
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

吹
上
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
白
銀
荘
を
出
発

し
十
勝
岳
避
難
小
屋
の
手
前
、
雲
ノ
平
分
岐

ま
で
向
か
う
コ
ー
ス
で
途
中
、
富
良
野
川
の

源
流
部
付
近
で
は
泥
流
が
流
れ
た
跡
に
つ
い

て
ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員
に
よ
る
解
説
が
あ
っ

た
ほ
か
、
写
真
を
撮
る
な
ど
し
な
が
ら
高
山

植
物
や
地
質
を
観
察
。
後
半
は
強
い
雨
に
打

た
れ
、
ゴ
ー
ル
の
雲
ノ
平
は
ま
だ
雪
に
覆
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
「
説
明
を
聞

い
て
、
足
元
に
あ
る
岩
石
も
長
い
年
月
を
か

け
て
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
伝
え
て
く

れ
る
も
の
だ
と
知
り
見
方
が
変
わ
っ
た
。
高

山
植
物
も
花
が
開
き
始
め
て
い
て
癒
や
さ
れ

ま
し
た
」
と
満
足
げ
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

よ
る
歩
道
の
花
植
え
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は

「
キ
ャ
ン
プ
場
を
訪
れ
る
方
を
鮮
や
か
な
花

壇
で
出
迎
え
た
い
」
と
張
り
切
っ
て
ベ
コ
ニ

ア
の
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

6
月
14
日
に
は
住
吉
住
民
会
に
よ
る
美
化

活
動
も
行
わ
れ
、
住
吉
会
館
や
見
晴
台
公
園

作業しながら会話も弾む♪（東明）

根が深く、取るのにひと苦労（住吉）

の
周
辺
で
竹
ぼ
う
き
を

使
っ
た
清
掃
の
ほ
か
、

道
道
留
辺
蘂
上
富
良
野

線
の
歩
道
で
は
敷
か
れ

た
レ
ン
ガ
の
す
き
間
か

ら
生
え
た
雑
草
を
移
植

ご
て
な
ど
で
取
り
除
く

作
業
も
行
わ
れ
、
観
光

客
を
迎
え
る
準
備
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

観
光
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
道
道
吹
上
上
富

良
野
線
か
ら
日
の
出
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
ま
で
の
間
で
6
月
10
日
、
東
明
住
民
会
に

広報かみふらの２０１7.7 俄

き
れ
い
な
道
路
で
お
も
て

な
し

環
境
美
化
活
動

６/１４



快
晴
の
青
空
の
下
で

第
３９
回
十
勝
岳
山
開
き

６/１８

快
晴
の
青
空
の
下
、
道
内
外
か
ら
９６
人
が

参
加
し
て
第
３９
回
大
雪
山
国
立
公
園
十
勝
岳

山
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
社
で
お
は
ら
い
さ
れ
た
「
鎮
物（
し
ず

め
も
の
）」
が
役
場
陸
上
部
の
「
山
開
き
リ

レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
に
よ
り
十
勝
岳
温
泉
駐
車

場
に
到
着
す
る
と
、
安
政
太
鼓
が
鳴
り
響
く

中
、
十
勝
岳
の
鎮
静
と
入
山
者
の
安
全
を
祈

る
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
十
勝
岳
本
峰
、

富
良
野
岳
、
上
富
良
野
岳
、
安
政
火
口
の
４

コ
ー
ス
で
記
念
登
山
が
ス
タ
ー
ト
。

今
年
の
安
政
火
口
コ
ー
ス
で
は
案
内
役
の

上
富
良
野
十
勝
岳
山
岳
会
員
の
ほ
か
十
勝
岳

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
青
野
範
子
さ
ん

と
田
中
誠
也
専
門
員
が
ガ
イ
ド
と
し
て
同

行
。
昨
年
１２
月
に
日
本
奇
岩
百
景
に
選
ば
れ

た
「
化
物
岩
」
と
「
夫
婦
岩
」
の
解
説
や
高

山
植
物
の
植
生
の
ほ
か
、
安
政
火
口
分
岐
で

は
「
昔
は
こ
の
辺
り
か
ら
凌
雲
閣
へ
温
泉
を

引
い
て
い
て
、
周
辺
を
ス
コ
ッ
プ
で
掘
っ
て

温
泉
を
楽
し
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
な
ど

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

富
良
野
岳
コ
ー
ス
で
は
昨
年
に
比
べ
残
雪

は
少
な
い
も
の
の
山
頂
付
近
に
は
滑
り
や
す

い
場
所
も
あ
り
、
慎
重
に
歩
を
進
め
つ
つ
元

気
に
山
頂
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
富
良
野
市
か

ら
参
加
し
た
マ
マ
友
２
人
は
「
普
段
は
家
事

で
大
忙
し
で
す
が
、
た
ま
に
は
息
抜
き
も
必

要
。
今
日
は
き
れ
い
な
景
色
と
下
山
後
の
温

泉
が
楽
し
め
て
サ
イ
コ
ー
で
す
♪
」
と
ピ
ー

ス
サ
イ
ン
。
十
勝
岳
本
峰
コ
ー
ス
で
は
札
幌

市
の
男
性
が
「
十
勝
岳
に
は
こ
れ
ま
で
個
人

的
に
登
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
い
つ
も
天
気

が
悪
く
て
…
。
３
年
越
し
、
４
度
目
の
挑
戦

で
や
っ
と
頂
上
に
立
て
ま
し
た
!!
」
と
晴
れ

や
か
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

上段左から富良野岳山頂、十勝岳山頂、安政火口、

十勝岳山頂付近、富良野岳山頂付近

上
富
良
野
町
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
環
境

整
備
作
業
が
本
町
５
丁
目
緑
地
公
園
で
行
わ

れ
、
部
員
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
部
で
は
「
子
ど
も
た
ち
に
気
持
ち
良
く

使
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
６
月
１０
日
の
「
商

工
会
の
日
」
に
ち
な
み
、
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
町
内
の
公
園
で
清
掃
や
ペ
ン
キ
塗
り
な

ど
を
実
施
。
こ
の
日
は
初
夏
の
日
差
し
の

下
、
は
け
や
ロ
ー
ラ
ー
を
使
い
赤
茶
色
に
さ

び
た
柵
は
上
富
良
野
ら
し
く
ラ
ベ
ン
ダ
ー
色

に
、
す
べ
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
の
遊
具
は

は
落
ち
着
い
た
こ
げ
茶
色
に
塗
装
し
て
終

了
。
部
員
た
ち
は
生
ま
れ
変
わ
っ
た
公
園
を

満
足
げ
に
眺
め
な
が
ら
、
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い

ま
し
た
。 き

れ
い
な
公
園
で
遊
ん
で

ね
！

ペ
ン
キ
塗
り
に
汗

6/１８

塗装が本職の部員の指導を受けながら作業
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英
語
で
観
光
客
を
お
迎
え

案
内
所
で
李
山
活
躍
中
！

６/２４

活
動
状
況
を
現
地
で
確
認

調
査
観
測
同
行
登
山

６/２１

十
勝
岳
火
山
防
災
協
議
会
に
よ
る
調
査
観

測
同
行
登
山
が
行
わ
れ
、
上
富
良
野
町
と
美

瑛
町
の
ほ
か
、
警
察
や
消
防
、
自
衛
隊
な
ど

１３
機
関
か
ら

１３

６５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

毎
年
、
札
幌
管
区
気
象
台
の
調
査
観
測
に

合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日

は
噴
煙
が
流
れ
下
っ
て
お
り
、
二
酸
化
硫
黄

の
濃
度
が
強
く
62
‐
2
火
口
の
調
査
は
危
険

な
た
め
断
念
。
手
前
の
大
正
火
口
周
辺
で
現

在
の
火
口
の
活
動
状
況
や
観
測
方
法
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
旭
川
気
象
台
の
永
澤
幸
火
山

防
災
官
は
「
地
熱
や
地
殻
の
変
動
、
地
震
の

発
生
な
ど
を
総
合
的
に
観
測
し
て
い
る
。
噴

火
警
戒
レ
ベ
ル
は
１
だ
が
、
長
期
的
に
は
高

ま
る
傾
向
に
は
あ
る
火
山
活
動
に
今
後
も
注

意
が
必
要
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

昨
年
１２
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
着
任
し
た
李
山（
イ
・
サ
ン
）さ
ん
が
、
上

富
良
野
駅
の
観
光
案
内
所
で
活
躍
中
で
す
。

観
光
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
駅
に
観
光
客
の

入
り
込
み
状
況
を
見
に
行
く
と
、
午
前
１１
時

１０
分
着
の
ノ
ロ
ッ
コ
号
か
ら
3
人
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
人
が
下
車
。
困
っ
た
よ
う
な
表
情
を

し
て
い
た
た
め
、
李
山
が
「
ハ
ロ
ー
」
と
声

を
掛
け
る
と
安
堵（
あ
ん
ど
）の
表
情
に
。
き

れ
い
な
花
を
見
ら
れ
る
施
設
を
探
し
て
い
た

よ
う
で
、
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド
か
み
ふ
ら
の
ま

で
の
行
き
方
や
タ
ク
シ
ー
代
金
な
ど
を
英
語

で
丁
寧
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
見
ご
ろ
を
迎
え
、
増
加
す

る
海
外
か
ら
の
観
光
客
へ
の
対
応
に
、
李
山

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
！

質問に丁寧に対応する李山（中央）

観測機器と火口の状況を説明

無
事
故
へ
の
願
い
を
つ
な

げ
よ
う
！

旗
波
リ
レ
ー

６/２３町
生
活
安
全
推
進
協
議
会
に
よ
る
「
無
事

故
の
日

旗
波
リ
レ
ー
」
が
見
晴
台
公
園
前

の
国
道
２３７
号
線
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
月
２５
日
の
「
無
事
故
の
日
」
に
合
わ
せ

富
良
野
沿
線
の
自
治
体
が
時
間
帯
を
ず
ら
し

「
リ
レ
ー
」
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

島
瀬
良
一
会
長
が
「
観
光
車
両
の
増
加
に
伴

い
、
町
内
で
は
物
損
事
故
が
多
発
し
て
い

る
。
事
故
を
増
や
さ
な
い
よ
う
啓
発
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て

全
員
で
「
交
通
安
全
」
と
書
か
れ
た
旗
を
振

り
な
が
ら
、
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全

運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

黄色の旗を振って安全運転を呼び掛け

あ
ま
～
い
地
元
産
ジ
ャ
ガ

イ
モ
に
園
児
ら
が
舌
鼓

６/２６フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド
か
み
ふ
ら
の
か
ら
越
冬

ジ
ャ
ガ
イ
モ
300300
kg
が
町
内
の
認
定
こ
ど
も
園

や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
な
ど
に
贈
ら
れ
、
各

施
設
の
給
食
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

同
社
の
厚
意
で
毎
年
提
供
さ
れ
て
お
り
、

今
年
の
品
種
は
「
と
う
や
」。
わ
か
ば
中
央

保
育
園
で
は
3
回
に
分
け
て
出
さ
れ
、
こ
の

日
は
味
噌
汁
の
具
と
し
て
油
揚
げ
と
一
緒
に

登
場
。
低
温
で
貯
蔵
す
る
こ
と
で
、
で
ん
ぷ

ん
質
が
糖
分
に
変
わ
り
甘
み
が
増
し
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
に
園
児
た
ち
は
舌
鼓
。
楽
し
く
お

し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
ペ
ロ
り
と
平
ら
げ
、

お
か
わ
り
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

「おいしいですか？」の質問にみんな「おいしい～！」

このほかのできごとは、上富良野町行政ホームページでも掲載中！ アドレスhttp://www.town.kamifurano.hokkaido



◎
季
節
労
働
者
資
格
取
得
促
進
事
業

季
節
労
働
者
を
対
象
に
、
資
格
を

取
得
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

対
象
者

次
の
要
件
を
満
た
す
方

①
富
良
野
圏
域
に
住
民
登
録
し
て
い

る
方

②
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
と
し
て

雇
用
さ
れ
て
い
る
か
、
直
前
の
離

職
時
の
雇
用
保
険
区
分
が
短
期
雇

用
特
例
被
保
険
者
だ
っ
た
方（
申

請
時
に
雇
用
保
険
の
一
般
被
保
険

者
の
方
は
対
象
外
）

③
通
年
雇
用
を
め
ざ
し
て
資
格
を
取

得
す
る
方（
当
協
議
会
へ
の
事
前

の
相
談
と
承
認
が
必
要
）

助
成
額

指
定
教
育
訓
練（
各
種
運

転
免
許
、
技
能
講
習
な
ど
）機
関

に
支
払
っ
た
入
学
金

や
受
講
料
な
ど
の
５

割（
10
万
円
限
度
）

申
込
み
・
問
合
せ

富
良
野
広
域
圏
通
年
雇
用
促
進
協

議
会（
富
良
野
市
商
工
観
光
課
内
）

拶
曳
２
３
１
２

※
促
進
協
議
会
で
は
今
後
、
事
業
所

向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
や
６
次
産
業
化

支
援
事
業
、
建
設
機
械
等
技
能
講

習
な
ど
を
無
料
で
開
催
し
ま
す

牙 広報かみふらの２０１7.3

ピックアップ

インフォメーション

◎
専
門
家
派
遣
事
業

季
節
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事

業
所
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
受
け
付
け

る
「
通
年
雇
用
奨
励
金
」
を
活
用
し

て
季
節
労
働
者
の
通
年
雇
用
化
を
検

討
す
る
際
、
専
門
家
を
派
遣
し
て
申

請
手
続
き
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
事
業
所

富
良
野
圏
域（
上
富

良
野
町
～
占
冠
村
）の
雇
用
保

険
・
社
会
保
険
適
用
事
業
所
で
本

年
４
月
１
日
以
降
に
短
期
雇
用
特

例
被
保
険
者
を
雇
用
し
た
事
業
所

◎
季
節
労
働
者
就
労
支
援
事
業

季
節
労
働
者
を
通
年
雇
用
に
転
換

し
た
事
業
所
に
助
成
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

対
象
事
業
所

富
良
野
圏
域
の
雇
用

保
険
・
社
会
保
険
適
用
事
業
所

対
象
労
働
者

富
良
野
圏
域
に
住
民

登
録
し
て
い
る
季
節
労
働
者
で
、

本
年
４
月
１
日
以
後
に
短
期
雇
用

特
例
被
保
険
者
と
し
て
雇
用
さ
れ

た
方（
申
請
時
に
雇
用
保
険
の
一

般
被
保
険
者
で
あ
る
方
を
除
く
）

申
請
期
限

平
成
３０
年

２
月
１
日

助
成
額

１

人
20
万
円

乳児ボツリヌス症は腸内環境がま

だ整っていない１歳未満の乳児にみ

られるボツリヌス菌を原因とする食

中毒の症状で、一般的には包装前に

加熱処理を行わないはちみつを食べ

ることでかかることがあります。

今年2月には東京都内で5カ月の男

児が死亡する事例が発生していま

す。1歳未満の乳児には、はちみつや

はちみつの入った飲み物、お菓子を

与えないようにしましょう。

主な症状

便秘、筋力低下、ほ乳力の低下、

泣き声が小さくなるなど

※ボツリヌス菌は熱と乾燥に強く、

死滅させるには120度で4分以上の

加熱が必要とされ、通常の加熱や

調理で除去するのは困難です

問合せ 富良野保健所 拶姥3161

酸
有
害
植
物
と
毒
キ
ノ
コ
の
食
中
毒

有
害
植
物
を
山
菜
と
誤
っ
て
食
べ

食
中
毒
に
な
る
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
食
用
と
判
断
で
き
な
い
も
の

は
「
採
ら
な
い
、
食
べ
な
い
、
人
に

あ
げ
な
い
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

有
害
植
物
と
毒
キ
ノ
コ

鶏
肉
の
加
熱
不
足
に
よ
る
食
中
毒

酸
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
食
中
毒

加
熱
不
足
の
鶏
肉
料
理
に
よ
る
食

中
毒
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
と
は
…

特
徴

鶏
な
ど
の
腸
管
内
に
い
る
細

菌
で
、
少
量
で
も
食
中
毒
を
発
症

し
ま
す

症
状

食
べ
て
か
ら
１
～
７
日
で
下

痢
、
腹
痛
、
発
熱
の
症
状

食
中
毒
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

・
十
分
な
加
熱

・
サ
ラ
ダ
な
ど
生
で
食
べ
る
も
の
と

は
分
け
て
調
理

・
調
理
後
の
器
具
は
熱
湯
で
消
毒

問
合
せ

富
良
野
保
健
所

拶
姥
３
１
６
１

間
違
え
や
す
い
植
物
と
キ
ノ
コ

（
写
真
は
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

【類似植物】

ギョウジャ
ニンニク

【類似キノコ】

ムキタケ
シイタケ

イヌサフラン ツキヨタケ

上
富
良
野
西
小
学
校

開
校
５０
周
年
記
念
協
賛

会
で
は
、
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
５０
周
年
記

念
誌
を
作
成
し
ま
す
。

主
に
在
校
生
を
対
象

に
配
布
し
ま
す
が
、
卒

業
生
な
ど
で
希
望
さ
れ

る
方
で
も
事
前
予
約
に

よ
り
お
求
め
い
た
だ
け

ま
す
。
増
版
の
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

７
月
３１
日（
月
）

申
込
方
法

左
記
の
受
付
店
舗
に
て
協
賛
金
一

口
２
千
円
を
お
支
払
い
の
う
え
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
詳
細
は
受
付
店
舗
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
店
舗

大
道
時
計
楽
器
店拶

盈
２
１
５
５

村
岡
時
計
メ
ガ
ネ
店

拶
盈
２
６
３
２

一
色
ス
ー
パ
ー

拶
盈
２
２
１
１

や
ま
ぜ
ん
四
釜

拶
盈
２
０
０
７

発
送
時
期

１１
月

事
務
局

上
富
良
野
西
小
学
校

発行
します

上富良野西小学校

開校50周年記念誌

乳児ボツリヌス症に注意乳児ボツリヌス症に注意！！

通
年
雇
用
促
進
支
援
事
業

３
つ
の
事
業
を
実
施
中

牙牙 広広報報かみふらの２０１かみふらの２０１77.7.7

活用
しよう

気を
つけて



・
交
通
指
導

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
道

路
が
混
雑
す
る
と
き（
土
・
日
曜

日
、
祝
祭
日
の
１
時
間
程
度
）

報
酬

１
度
の
活
動
に
つ
き
１
千
５００

円（
車
を
使
用
す
る
場
合
は
５００
円

加
算
）

申
込
み
・
問
合
せ

町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

拶
盈
６
９
８
５

か
み
か

か
み
か
わわ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
（
ほ
っ
と

Ｈ
Ｏ
Ｔ
（
ほ
っ
と
））

か
な
い
セ
ン
タ
ー
巡
回
相

か
な
い
セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談談

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
か
み
か
わ
（
か
み
か
わ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
か
な
い
セ
ン
タ
ー
）で
は
巡

回
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
専
門
相
談

員
が
家
計
や
仕
事
、
福

祉
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

８
月
３
日（
木
）

１３
時
１３

３０
分
～

１３

３０

１６
時

１３

３０

１６

３０
分

場
所

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か

み
ん

問
合
せ

か
み
か
わ
Ｈ
Ｏ
Ｔ（
ほ
っ

と
）か
な
い
セ
ン
タ
ー

拶
０
１
６
６
‐
４
８
‐
１
２
３
４

上
富
良
野
町
社
会
福
祉
協
議
会

拶
盈
３
５
０
５

お知らせ
information お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お

し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ

in
f
o
r
m
a
t
io
n

巡
回
無
料
法
律
相

巡
回
無
料
法
律
相
談談

旭
川
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
が

相
続
や
土
地
の
売
買
、
借
金
、
離
婚

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
に

は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時

７
月
２１
日（
金
）

２１

１３
～

２１

１３

16
時

場
所

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か

み
ん

申
込
期
限

７
月
19
日（
水
）

申
込
み
・
問
合
せ

総
務
課
総
務
班

拶
盈
６
４
０
０

相相
談談

会場料金対象日時種類

保健福祉総
合センター
かみん

頸部 69歳以下 1,700円
70歳以上 850円

体部 69歳以下 1,000円
70歳以上 500円

20歳以上
(女性)

8月4日（金）、5日（土）

①10～10時30分 ②11～11時30分
③13時30分～14時 ④14時30分～15時

※定員は各時間とも乳がん検診13人、子
宮がん検診15人です

子宮がん
検診

69歳以下 2,000円
70歳以上 1,000円

40歳以上
(女性)

乳がん
検診

が
ん
検

が
ん
検
診診

問
合
せ

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

拶
盈
６
９
８
７

※70歳以上は昭和23年4月1日以前生まれの方です

※子宮・乳がん検診は2年に1度の受診で、昨年度受診された方（今年度のクーポン対象者を除く）

が受診する場合は全額自己負担です。金額はお問合せください

※がん検診無料クーポン対象者には、すでに「クーポン券」を配布しています

保保
健健

募募
集集

平
成
平
成
３０３０
年
度
上
川
管
内
町

年
度
上
川
管
内
町
村村

等
職
員
採
用
資
格
試

等
職
員
採
用
資
格
試
験験

試
験
区
分

高
校
卒（
専
門
学
校
・

短
大
卒
含
む
）、
大
学
卒
、
社
会
人

職
種

一
般
職
、
専
門
職
、
消
防
職

※
町
村
に
よ
り
採
用

予
定
職
種
、
資
格

な
ど
の
要
件
が
異

な
り
ま
す

試
験
日

９
月
１７
日（
日
）

試
験
会
場

旭
川
東
栄
高
等
学
校

（
旭
川
市
東
旭
川
町
共
栄
１５
番
地
２
）

申
込
書

上
川
町
村
会
事
務
局
、
上

川
管
内
す
べ
て
の
町
村
役
場
と
消

防
署
で
配
布

申
込
期
限

８
月
４
日（
金
）

問
合
せ

上
川
町
村
会
事
務
局（
拶

０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
２
３
０
）

か
受
験
す
る
町
村
役
場
、
消
防
署

へ上
富
良
野
町
職

上
富
良
野
町
職
員員

町
で
は
平
成
３０
年
度
に
職
員
の
採

用
を
予
定
し
て
お
り
、
試
験
は
「
上

川
管
内
町
村
等
職
員
採
用
資
格
試

験
」
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数

一
般
職
・
若
干

名
、
薬
剤
師
・
１
人

申
込
み
・
問
合
せ

総
務
課
総
務
班

拶
盈
６
４
０
０

町
生
活
安
全
推
進
協
議

町
生
活
安
全
推
進
協
議
会会

交
通
安
全
指
導

交
通
安
全
指
導
員員

町
生
活
安
全
推
進
協
議
会
で
は
交

通
安
全
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
件

町
内
に
住
む
普
通
自
動

車
運
転
免
許
、
自
家
用
車
を
有
す

る
方

活
動
内
容

・
街
頭
指
導

自
家
用
車
に
赤
色
灯

を
載
せ
、
町
内
主
要
道
路
や
交
差

点
で
の
啓
発
活
動（
１
回
１
時
間

程
度
を
月
５
～
７
回
）

人人
事事

上
富
良
野
町
職
員
人

上
富
良
野
町
職
員
人
事事

胸
採
用（
７
月
１
日
付
）

三
好
美
樹（
町
立
病
院
看
護
師
）、

那
須
北
都（
同
病
院
主
任
作
業
療

法
士
）

胸
昇
格（
７
月
１
日
付
）

▽
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
主
幹

吉
河
祐
樹（
同
課
福
祉
対
策
班

主
査
）

問
合
せ

総
務
課
総
務
班

拶
盈
６
４
０
０

道内で看板や広告物

の落下事故が後を絶ち

ません。設置者はねじ

やボルトの緩み、さび

の状況など、点検をお

願いします。

問合せ 建設水道課建

築施設班 拶盈６９８１

看板などの安全対策

療
育
支
援
業
務
従
事

療
育
支
援
業
務
従
事
者者

町
で
は
療
育
支
援
業
務
に
従
事
す

る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
件

平
成
２９
年
４
月
１
日
現

在
４５
歳
未
満
で
、
児
童
福
祉
施
設

な
ど
で
児
童
発
達
支
援
業
務
の
経

験
が
３
年
以
上
あ
り
、
臨
床
心
理

士
、
言
語
聴
覚
士
、
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
、
音
楽
療
法

士
、
保
育
士
、
社
会
福
祉
士
、
い

ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
方

試
験
日

７
月
２６
日（
水
）

試
験
会
場

上
富
良
野
町
役
場

提
出
書
類

履
歴
書
、
右
記
の
資
格

の
免
許
証
の
写
し
、
小
論
文

試
験
内
容

面
接
と
小
論
文

申
込
期
限

７
月
２０
日（
木
）

申
込
み
・
問
合
せ

総
務
課
総
務
班

拶
盈
６
４
０
０
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問
合
せ
・
申
込

問
合
せ
・
申
込
みみ

教
育
振
興
課
社
会
教
育

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班班

拶拶
盈盈
5
5
1
1

5
5
1
1

楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
しししししししししししししししししししししししししししししし
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
うううううううううううううううううううううううううううううう
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
まままままままままままままままままままままままままままままままま
でででででででででででででででででででででででででででででで
もももももももももももももももももももももももももももももも

楽
し
く
学
ぼ
う
い
つ
ま
で
も
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生

習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習

涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情

報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

旭
川
年
金
事
務
所
で
は
毎
月
１

回
「
年
金
相
談
所
」
を
開
設
し
、

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
請
求
手

続
き
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
１
週
間
前
ま
で
の
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

日
時

８
月
１０
日（
木
）

１０
～
１０

１６
時

１０

１６

３０
分

場
所

富
良
野
市
役
所

申
込
み
・
問
合
せ

旭
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

拶
０
１
６
６
‐
７
２
‐
５
０
０
４

今月の

年年金金
のお話

忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請
求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続

年
金
の
請
求
の
手
続
ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき

所
や
役
場
で
請
求
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

拶
盈
6
9
8
5

旭
川
年
金
事
務
所

拶
０
１
６
６
‐
２
７
‐
１
６
１
１

司
受
給
資
格
期
間
が
変
わ
り
ま
し
た

老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
り
に
必

要
な
期
間（
受
給
資
格
期
間
）が
２５
年

か
ら
１０
年
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。
制
度

開
始
は
平
成
２９
年
８
月
１
日
、
最
も

早
い
支
給
は
同
年
１０
月
で
す
。

司
対
象
者

資
格
期
間
が
１０
年
以
上

１０

２５
年
未
満

で
昭
和
２７
年
８
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
。（
厚
生
年
金
、
共
済
年
金

加
入
期
間
が
１
年
以
上
の
方
は
、
男

性
が
昭
和
３０
年
８
月
１
日
以
前
、
女

性
が
昭
和
３２
年
８
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）

司
申
請
方
法

対
象
者
に
は
７
月
上
旬
ま
で
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
黄
色
の
封
筒（
A

４
サ
イ
ズ
）で
「
年
金
請
求
書
」
と

「
請
求
手
続
き
の
ご
案
内
」
が
送
ら

れ
ま
す
。
書
類
到
着
後
、
年
金
事
務

み ん な の 伝 言 板

８月９日は「パーク」の日８月９日は「パーク」の日！！

パークゴルフ教パークゴルフ教室室

パークゴルフの基

本的なお話と実技指

導を行います。初心

者も大歓迎です！

日 時 8月9日（水）

9時30分受け付け

場 所 上富良野町パークゴルフ場

対 象 小学生以上

参加料 無料

その他 小雨決行（雨具持参）

用具の貸し出しあり

問合せ

上富良野町パークゴルフ協会(事務

局 岡崎光良） 拶盈3192

上富良野町パークゴルフ場

拶盈1189

図
書
館
「
ふ
れ
ん
ど
」
で
は
子
ど

も
の
読
書
推
進
の
た
め
、
夏
休
み
期

間
中
に
臨
時
開
館
し
ま
す
。
開
館
日

は
一
般
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
読
書
ス
タ
ン
プ
帳
事
業
も

実
施
中
。
夏
休
み
に
図
書
館
の
本
を

た
く
さ
ん
読
ん
で
、
図
書
カ
ー
ド
を

も
ら
っ
ち
ゃ
お
う
！

開
館
日

７
月
３１
日（
月
）、
８
月
７

日（
月
）、
１４
日（
月
）

時
間

９
時
３０
分
～

３０

１８
時

問
合
せ

図
書
館
「
ふ
れ
ん
ど
」

拶
盈
３
１
５
８

夏
と
い
え
ば
キ
ャ
ン
プ
。
普
段
は

体
験
で
き
な
い
野
外
炊
飯
や
ド
ラ
ム

缶
風
呂
を
楽
し
ん
じ
ゃ
お
う
！

日
程

８
月
５
日（
土
）～
６
日（
日
）

場
所

東
中
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象

小
学
生（
１
・
２
年
生
は
保

護
者
同
伴
）

定
員

３０
人

参
加
料

５００
円

申
込
期
限

７
月
28
日（
金
）

そ
の
他

雨
天
時
は
屋
内
で
宿
泊

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
住
民
間
、
世
代

間
の
交
流
を
深
め
よ
う
!!

日
時

８
月
８
日（
火
）

８
時
１５
分

受
け
付
け
、
８
時
３０
分
競
技
開
始

上
富
良
野
町
開
拓
記
念
館

開
館
２０
周
年
イ
ベ
ン
ト

開
館
か
ら
２０
年
を
迎
え
て
各
種
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
！

日
時

８
月
６
日（
日
）

９
時
～

場
所

開
拓
記
念
館
、
草
分
防
災
セ

ン
タ
ー

図
書
館
「
ふ
れ
ん
ど
」

臨
時
開
館

野
外
体
験
キ
ャ
ン
プ

上
富
良
野
開
基
１２０
年
記
念

第
３３
回
世
代
間
交
流

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

場
所

日
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場（
雨
天
時
は
社

会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
）

チ
ー
ム
編
成

１
チ
ー
ム
８
人
以
内

※
小
・
中
・
高
校
生
の
い
ず
れ
か
１

人
以
上
が
チ
ー
ム
に
入
り
競
技

申
込
期
限

７
月
２５
日（
火
）

【
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
】

受
け
付
け

開
拓
記
念
館
前

９
時
４０
分
集
合

４０

１０
時
開
始

内
容

郷
土
館
、
土
の
館
、
文
化
財

や
史
跡
な
ど
を
巡
る
（
移
動
各
自
）

定
員

５０
人（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

参
加
料

１００
円

持
ち
物

筆
記
用
具
、
カ
メ
ラ

申
込
期
限

７
月
２５
日（
火
）

【
フ
ッ
ト
パ
ス
】

受
け
付
け

郷
土
館

９
時
４０
分
集
合

４０

１０
時
開
始

内
容

歴
史
や
地
形
、
地
質
の
成
り

立
ち
が
わ
か
る
コ
ー
ス
を
散
策

定
員

２０
人（
小
学
２
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

参
加
料

大
人
２００
円
、
小
学
生
以
下

１００
円

持
ち
物

昼
食
、
飲
み
物

申
込
期
限

７
月
３１
日（
月
）

【
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
教
室
】

受
け
付
け

草
分
防
災
セ
ン
タ
ー

１３
時
開
始

１３

１５
時

１３

１５

３０
分
終
了

定
員

３０
人（
小
学
２
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

参
加
料

無
料

申
込
期
限

７
月
３１
日（
月
）

※
ほ
か
に
来
館
記
念
フ
ォ
ト
カ
ー
ド

贈
呈
、
松
浦
武
四
郎
パ
ネ
ル
展
、

開
拓
の
歴
史
映
像
上
映
会
、
ふ
る

さ
と
の
味
試
食
コ
ー
ナ
ー
を
実
施

問
合
せ

公
民
館

拶
盈
３
１
５
８

お知らせ
information

in
f
o
r
m
a
t
io
n

お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お
し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ
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問
合
せ

問
合
せ

総
務
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
・
地
域
活
性
化
室

総
務
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
・
地
域
活
性
化
室

拶拶
盈盈
６
９
８
０

６
９
８
０

ジジ
オ
林
崎
・
ジ
オ
田
中

ジ
オ
林
崎
・
ジ
オ
田
中
のの

田田
中中

林林
崎崎

誕
生
へ
の

誕
生
へ
の
道道

十
勝
岳

十
勝
岳
ジジ
オ
パ
ー

オ
パ
ー
クク

広報かみふらの２０１７.7 芽あなたの「ちょこっと自慢」をお寄せください！ 町民生活課自治推進班拶盈６９８５

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょここここここここここここここここここここここここここここここっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっちょこっととととととととととととととととととととととととととととととと自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢自慢わたし
わたしののねぇねねぇねぇぇ

見て見て見て見て！！

新町5丁目 佐竹サク子さ新町5丁目 佐竹サク子さんん

「変わり種大福もち「変わり種大福もち」」

左左上からカボチャ、クルミ、紫左上からカボチャ、クルミ、紫イイ
モ、手前はクルミの入った大福モ、手前はクルミの入った大福もも
ち。食欲をそそる鮮やかな色をち。食欲をそそる鮮やかな色をおお
伝えできないのが残念伝えできないのが残念……

紫
イ
モ
や
ク
ル
ミ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

具
材
を
使
い
、
味
も
色
も
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
大
福
も
ち
を
手
作
り
す
る
佐

竹
さ
ん
。
あ
る
年
の
お
正
月
に
ヨ
モ
ギ

の
よ
う
な
定
番
だ
け
で
な
く
、
自
宅
に

あ
る
具
材
で
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い

立
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

も
ち
を
つ
く
の
は
い
つ
も
一
升
。
そ

の
時
自
宅
に
あ
る
も
の
を
下
ご
し
ら
え

し
、
も
ち
に
混
ぜ
ま
す
。
春
先
に
は
自

分
で
採
っ
て
き
た
ヨ
モ
ギ
を
多
め
に
入

れ
て
風
味
た
っ
ぷ
り
に
、
ク
ル
ミ
は
香

ば
し
く
な
る
よ
う
い
っ
て
か
ら
入
れ
る

な
ど
、
自
分
好
み
に
味
を
調
節
。
あ
ん

も
口
当
た
り
を
考
え
て
、
こ
し
あ
ん
を

自
分
で
小
豆
か
ら
手
作
り
す
る
こ
だ
わ

り
よ
う
!!

食
べ
き
れ
な
い
分
は
冷
凍

保
存
し
て
お
き
、
後
で
ま
た
楽
し
む
そ

う
で
す
。「
ご
近
所
に
お
す
そ
分
け
し

た
り
、
本
州
に
住
む
娘
た
ち
に
送
っ
て

や
る
と
喜
ん
で
く
れ
る
の
。
そ
れ
が
う

れ
く
て
」
と
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ こここここここここここここここここここここここここここここここギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギ ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ ラララララララララララララララララララララララララララララララ リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

大杉
おおすぎ

駿介 くん

しゅんすけ

（平成23年生まれ）

作
品
名

『
い
も
む
し
』

－ 上富良野西保育園 －

ほっぺたがピンクの女の子芋
虫。「緑色の触覚がお気に入りポ
イント而 体にアルミホイルを
巻くのも上手にできた。虫は全
然こわくないよ」とたくましい
一面も話してくれました。

「好きな黄色と黄緑色の毛糸を
巻き付けるのが楽しかったけ
ど、テープで取れないようにす
るのが難しかった！」。オレンジ
色の帽子が目を引く、カラフル
芋虫ができました♪

吉﨑
よしざき

雪花 ちゃん

せ つ か

（平成23年生まれ）

４
月
に
続
き
ジ
オ
林
崎
が
紹
介
す
る
「
地

形
・
地
質
サ
イ
ト
」
第
２
回
目
は
「
滝
」。

「
か
み
ふ
に
滝
っ
て
あ
っ
た
っ
け
…
」
と

い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
十
勝
岳
温

泉
湯
元
凌
雲
閣
さ
ん
脇
を
流
れ
る
ヌ
ッ
カ
ク

シ
富
良
野
川
上
流
部
に
３
つ
、
十
勝
岳
連
峰

三
峰
山
の
沢
に
４
つ
の
計
７
つ
、
魅
力
的
な

滝
が
あ
る
ん
で
す
!!

残
念
な
が
ら
気
軽
に

行
け
る
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
現
在
、
ジ

オ
ガ
イ
ド
同
行
の
企
画
を
検
討
中
。
今
回
は

最
も
お
ス
ス
メ
、
こ
の
滝
の
ご
紹
介
で
す
。

司
そ
の
名
は
「
九
重（
こ
こ
の
え
）ノ
滝
」

富
良
野
岳
、
三
峰
山
沢
を
経
た
清
水
が
流

れ
落
ち
る
「
九
重
ノ
滝
」。
そ
の
名
前
の
由

来
は
仏
教
か
ら
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
滝
が
幾

重
に
も
折
り
重
な
る
よ
う
に
流
れ
落
ち
る
そ

す
。
ち
な
み
に
雲
仙
普
賢
岳
の
溶
岩
も
同
じ

種
類
で
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
の
よ
う
に
何
層

に
も
筋
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
流
れ
る

の
姿
か
ら
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
調

査
で
は
ヌ
ッ
カ
ク
シ
富
良
野
川
沿
い
を
歩
い

て
沢
を
越
え
、
約
１
時
間
で
到
着
。
九
重
以

上
の
滝
が
折
り
重
な
り
、
糸
を
引
く
よ
う
に

水
が
流
れ
落
ち
る
そ
の
光
景
は
、
時
を
忘
れ

て
見
入
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
美
し
さ
で
す
。

司
美
し
さ
の
理
由
は
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
!?

こ
の
滝
は
約
２５
万
年
前
の
噴
火
で
流
れ
た

「
デ
イ
サ
イ
ト
」
と
い
う
溶
岩
で
形
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
粘
り
気
が
強
く
、
ド
ロ
ド
ロ
と

し
て
い
る
た
め
広
範
囲
に
分
布
し
な
い
の
が

特
徴
で
、
十
勝
岳
連
峰
で
は
こ
の
滝
周
辺
と

十
勝
岳
山
頂
に
し
か
な
い
珍
し
い
火
山
岩
で

これが九重の滝。美しい…

清水に打たれ邪心を清める私

水
が
長
い
年
月
を
か
け
て
表

面
を
削
り
、
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
滝
が
作
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
十
勝
岳
エ
リ

ア
に
は
貴
重
な
自
然
が
盛
り

だ
く
さ
ん
！

そ
の
魅
力
を

１
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後

も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
!!



本本日日はは……
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広域情報

～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か

～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か
らら
炎炎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

暑
い
夏
は
熱
中
症
に
気
を
付
け
よ

暑
い
夏
は
熱
中
症
に
気
を
付
け
よ
うう

問合せ 上富良野消防署救急救助係 拶盈2119

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
熱
中
症
に
な
る
人
が

増
加
し
ま
す
。
熱
中
症
対
策
を
徹
底
し
、
楽

し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

恭
熱
中
症
と
は
？

温
度
や
湿
度
が
高
く
な
る
と
、
体
内
の
水

分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
体
温
の
調

節
機
能
が
働
か
な
く
な
り
、
体
温
上
昇
や
め

ま
い
、
体
の
だ
る
さ
、
ひ
ど
く
な
る
と
け
い

れ
ん
や
意
識
の
異
常
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

恭
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

・
の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
補
給

・
無
理
を
せ
ず
、
適
度
に
休
憩
を
取
る

・
日
ご
ろ
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

と
体
力
づ
く
り
を
心
掛
け
る

恭
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
…

子
ど
も
は
体
温
調
節
機
能
が
ま
だ
十
分
で

な
く
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
い
た
め
、
外
な

ど
で
遊
ぶ
と
き
に
は
水
分
補
給
や
休
憩
を
し

て
い
る
か
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

恭
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
…

熱
中
症
患
者
の
約
半
数
は
高
齢
者
。
高
齢

に
な
る
と
の
ど
の
渇
き
や
暑
さ
を
感
じ
に
く

く
な
り
ま
す
。「
暑
い
」
と
感
じ
て
い
な
く

て
も
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
扇
風
機
や
エ

ア
コ
ン
で
室
温
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

恭
熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
の
応
急
手
当

・
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
て
衣
服
を
緩
め
、

横
に
な
っ
て
安
静
に
す
る

・
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
た
り
、
扇
風
機
や
う
ち

わ
な
ど
で
風
を
当
て
て
体
を
冷
や
す

・
脇
の
下
や
足
の
付
け
根
な
ど
を
冷
や
す

・
飲
め
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
水
分
を
少
し
ず

つ
頻
回
に
取
る

恭
こ
ん
な
と
き
は
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う

・
自
分
で
水
が
飲
め
ず
、
脱
力
感
や
倦
怠

（
け
ん
た
い
）感
が
強
く
動
け
な
い

・
ろ
れ
つ
が
回
ら
ず
、
呼
び

掛
け
に
対
し
て
普
段
と
反

応
が
違
う

・
全
身
の
け
い
れ
ん
が
あ
る

今月のテーマは…

夏のイベント！
今月のテーマは…

夏のイベント！

今
回
は
年
に
数
回
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
で
行
わ
れ
る
お
楽
し
み
イ
ベ
ン

ト
の
春
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
ご
紹
介
！

寒
い
日
が
多
か
っ
た
今
春
で
す

が
、
暖
か
く
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
お
花
見
を
し
ま
し
た
。「
い
つ

や
る
の
～
？
」「
今
年
は
や
ら
な

い
の
～
？
」
と
心
待
ち
に
し
て
い

た
多
く
の
声
に
、
や
っ
と
答
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
…（
汗
）。

事
務
所
の
隣
に
あ
る
カ
フ
ェ
＆

バ
ー
「
フ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」
で
、

キ
ン
キ
ン
に
冷
え
た
飲
み
物
を
片

～楽しい時間が元気の源！～

ヒヒュューーママンンイインンタターーフフェェイイススだだよよりり手
に
代
表
の
あ
い
さ
つ
＆
乾
杯
で
ス
タ
ー

ト
。
山
盛
り
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
を
前
に

「
こ
ん
な
に
食
べ
れ
な
い
よ
～
」
と
言
い
つ

つ
も
、
気
付
け
ば
ペ
ロ
ッ
と
完
食
。
会
場
に

桜
の
木
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
花
見

だ
け
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
仕
事
の
枠
を
越
え

た
話
に
「
花
」
が
咲
き
、
時
間
を
忘
れ
て
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
暑
さ
に
負
け
ず
、
今
年
の
夏
も
み
ん
な

で
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

最
後
に
、
ら
べ
と
ん
の
小
物
に
力
を
入
れ

て
い
る
制
作
部
門
「
か
み
ふ
ら
わ
～
」
か
ら

お
知
ら
せ
で
す
!!

実
行
委
員
の
方
に
お
声

掛
け
い
た
だ
き
、
９
月
24
日（
日
）に
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
開
催
予
定
の

「
か

み

ふ

ら

の

ま

る

し
ぇ
」
に
出
店
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。
手
づ

く
り
雑
貨
な
ど
の
ほ
か
町

内
産
の
お
い
し
い
野
菜
、

パ
ン
や
お
菓
子
な
ど
を
販

売
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
上

富
良
野
の
良
さ
を
お
伝
え

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り

そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
、
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
♪

楽しい話に「花」が咲いたお花見

ヒューマンインターフェイス
株式会社 拶曳4545

南富良野町 第46回かなやま

湖湖水まつり

お笑いコンビ「ANZEN漫

才」ステージのほか、湖を渡

る全長700ｍのナイアガラな

ど5千発の花火が夜空を彩り

ます。新・ご当地グルメグラ

ンプリも同時開催されます。

日時 7月29日(土)・30日(日)

花火大会は29日の20:00～

場所 かなやま湖畔キャンプ場

問合せ 太陽と森と湖の祭典

実行委員会 拶曳7000

占冠村 第43回占冠ふるさと

祭り

エゾシカ串カツやヤマメの

塩焼き、占冠産メープル樹液

コーヒーなどご当地グルメの

お店の出店多数！

日時 8月5日(土)～6日(日)

花火大会は5日の20:30～

場所 農村公園（道の駅となり)

内容 大抽選会、青巌太鼓パ

フォーマンス、花火大会

問合せ 占冠・村づくり観光

協会 拶曳8010

富良野市 第49回北海へそ祭

り

踊り子がへそ音頭に合わせ

図腹をくねらせて練り歩く姿

は笑いを誘います。

日時 7月28日(金)・29日(土)

へそ踊り大会は19:00～

場所 新相生通り特設会場(JR

富良野駅から徒歩3分）

内容 音楽パレード、図腹絵

体験、ビールパーティー、

グルメブースなど

問合せ 北海へそ祭り実行委

員会(商工観光課)拶曳2312

中富良野町 第37回なかふら

のラベンダーまつり

露店や特産品ブース、自衛

隊音楽隊による演奏、手筒花

火パフォーマンスが行われま

す。役場周辺の臨時駐車場を

ご利用ください。

日時 7月15日(土)11：00～

花火大会は20:00～

場所 町営ラベンダー園

問合せ なかふらの観光協会

拶曳3033
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見上げれば…見見上上げげれればば……

問合せ
教育振興課社会教育班 拶盈5511夜夜夜空空空ををを夜夜空空をを

☆7月の上富良野の星空は…

6/27 島津公園のテーブルとベンチがリニューアル！
今後はほかの公園にも設置していきますよ!!

NPO法人東亜天文学会会員の犬上達

也さんを講師に望遠鏡を使って木星や

土星などを観察するほか、解説を聞き

ながら夏の星座などを眺めます。

中止の場合は１６時以降に連絡します。

日時 8月17日（木） 19:30～20:30

場所 上富良野西小学校チャレンジ天文台

定員 25人（中学生以下は保護者同伴）

参加料 無料

申込期限 8月15日（火）

申込み・問合せ

教育振興課社会教育班 拶盈5511

55月月月ののの天天天体体体観観観望望望会会会88月月のの天天体体観観望望会会

町へ
◎及川和子さん ３万円

◎津幡昭さん ９０万円

◎舘入啓子さん １０万円

◎稲垣幸子さん ５万円

◎匿名（千葉県野田市） ２万円

ラベンダーハイツへ
◎實廣俊昭さん ５万円

◎丸山由利子さん ５万円

◎稲垣幸子さん ３万円

◎喜多静子さん ３万円

◎芳賀順一郎さん ５万円

◎小田喜美男さん ５万円

社会福祉協議会へ
◎中西正さん ３万円

◎津幡昭さん ３０万円

◎喜多静子さん ３万円

◎谷川靜香さん ３万円

たくさんのご寄付
ありがとうございました

上は7月２１日（金）午後9時の上富良野の星空です。7月の七夕のころは月

齢１３と満月に近いため天の川はなかなか見えませんが、中旬を過ぎると月

明かりも少なくなり、七夕伝説を空想するのにピッタリな星空となりま

す。天の川は円盤状の「銀河系宇

宙」のはずれにある地球から、ぐる

りと周囲を見渡しているために「川

の帯」のように見えています。その

ため、天の川を望遠鏡で見ると星々

がたくさん集まっているのを確認で

きます。デジタルカメラではISO感

度を3200程度に上げて、15～30秒

の露出で天の川が写ります。三脚が

必要ですが、天気が良く、月明かり

のない夜に挑戦してはいかがでしょ

うか。なお、その際はなるべく空の

暗い場所に移動しましょう。

8月8日(火)の夜明け前に部分月食

が見られます。月が地球の影によっ

て隠される度合いを示す食分（しょ

くぶん 皆既食で1以上）の最大が0.25と大きくは欠けませんが、肉眼でも

はっきりわかるので、西の空低くに欠けた満月があるというのはなかなか

七夕伝説の舞台「天の川」

面白い光景だと思います。また、8月１２日夜半から１３日未明にかけては、恒例の

「ペルセウス座流星群」が極大を迎えます。今年は残念ながら明るい月がありま

すが、明るく「痕（こん）」を残すものもあるので、月明かりを気にせず観測して

みてください。どの方向でも構いませんが、できれば月が視界に入らない方向が

無難です。眺める際は顔を空に向けた状態だと首が辛くなってくるので、地面に

シートを敷いたり、サマーベッドに横になって見るのがおススメです。

8月8日（火）3時20分の月食の様子

高度時刻

18度2時２2分欠け始め

10度3時2０分食分0.25

2度4時19分終わり

8月8日（火）未明の部分月食
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●人のうごき ●
( )は前月比

平成29年6月30日現在

(－ 1)10,982人人口
(－ 3)５,575人男
(＋ 2)５,407人女
(－ 1)5,385世帯世帯


